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深刻化する
日本の整備士不足
日本で各職種人材不足問題の中で自動車
整備士不足が顕著となり、2018年により、
日本政府が外国人に対しての整備士人材
採用を規制緩和。

セレッジと中智上海グループは、年間
2800万台を販売する自動車大国中国の
トップレベルの整備士学校と提携し、複
数回に渡り現地を視察。複数メーカーの
整備技術を習得する整備人材を日本へ採
用することが可能となりました。

いよいよ中国での自動車整備士採用を開
始。（セレッジの海外人材支援サービス
により）中国での自動車整備士採用は初
となり、中国のテレビ局も取材に訪れ、
後日盛大に報道。

Copyright © 2019 selege corporation Inc. All Rights Reserved.



深刻化する日本の整備士不足

参考(日整連 自動車整備士白書 平成29年度版)

主な理由として…

① 従業員10人以下の企業が70％なので採用予算を
多く掛けれない

② 自動車整備士の資格取得者が10年間で半減して
しまっている

③ 体力勝負の厳しい仕事内容に対して待遇が良くない

採用コストが平均100万～200万掛かる事も多い人材採用ですが、中小・零細企業
にとっては大きな金額のため、募集コストを掛け求人を出したからといって、求
めてる人材が集まる保証もない。そのため安易に募集を掛けることができない。

少子化も大きな要因となっており、2015年の総人口が1億2709万人で、2045年に
は1億0642万人になると予想されており、その時の65歳以上の老年人口比率は
38.4%となり、ほぼ4割が高齢者になります。若者が減っていく中で車に興味がわ
かない若者が多いのも大きな要因ともなっています。

給料が少ないと言われている介護業界と比較しても、特段低いわけでもありませ
んが、技術と体力勝負の厳しい仕事内容と比べると待遇が良くないと考えられて
おり、生涯継続できる仕事かという不安もあり、昨今離職率が非常に高くなって
きております。大手ディーラーの専属整備士は30歳になるまでに8割は退職して
いるというデータもございます。

30%

19%

44%

7%

整備士不足の現状

やや不足 不足で支障をきたす 不足状態にない 不明

日本の社会問題でもあり、整備士事業所の約50％が
整備士を必要としていることが分かります。
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解決策として国土交通省及び日本企業の取り組み

国土交通省の取り組み

・戦略的なリクルート
・労働環境の改善
・女性の活用
・事業や資格の魅力の向上
・分業組み合わせの促進
・外国人の活用

日本企業の現状

※実際多くの日本企業も外国人の採用を行っていますが、
現状どこの国から招聘されているのでしょう？

• 主にフィリピンやベトナム、ミャンマーから整備士人材を招聘し
ているのが現状です。ただ、教育時間や教育コストを捻出しにく
い企業が多い整備業界では、一から育て上げるよりも即戦力とし
て活躍してもらえるのが一番理想ではあります。

※自動車販売台数の少ないフィリピン（年間40万台）やベトナム（年
間38万台）、ミャンマー（1万５千台）の整備技術は即戦力としては
どうなのでしょう？

世界の車保有率

国 人口 保有数 割合

日本 1億268万 約830万台 0.081

中国 13億8600万 約2500万台 0.010

ベトナム 9000万 約159万台 0.001

フィリピン 1億41万 約4万5000台 0.0004

※アジアで比較しても割合は高いものの、深刻な整備士不足問題を
抱えている日本政府の取り組みとは？ 実際に各国から採用した企業の感想

• 基礎的な業務しかできず、業務に必要な鈑金スキルや塗装スキル
も高いわけでもなかったので、落胆したとのことでした。加えて
今は、各国は実戦で活躍する整備人材が少数なため、育成後に日
本で採用してもらう流れになっているため、入国が遅れている。

弊社よりこれから紹介させて頂きます
トップクラスの中国整備士専門学校は
そんなお悩みを解決できました！

（参考：平成28年地域の四輪車生産台数
一般社団法人 日本自動車工業会）
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（参考：平成31年 4月 自動車西部分野に
おける外国人の受入れ 国土交通省自動車局）
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本校は1986年に設立され、現在の在校
生はおよそ1万人で、教師は320人が在籍
しています。

教育領域は、自動車、機電工程、コン
ピューター、工商管理の4つの学部を設
け、自動車運用及びメンテナンス、自動
車製造、自動車鈑金及び塗装、自動車販
売、数値制御、電子、機械加工など20数
個の専攻学科を設けています。その内、
半分以上の生徒は自動車関係専攻となっ
ています。

本校の自動車関係専攻の生徒数は、中
国全土の学校で最も多く、自動車整備レ
ベルも全国で一流と見られています。

校内には自動車整備訓練室20ヶ所、数
値制御ワークショップ3ヶ所、コン
ピューター室15ヶ所、メディア室20ヶ所、
電工電子実験室10ヶ所、(米,日,独)自動
車300台以上、コンピューター2000台、
自動車関連教具5000種を有しています。

本校は、2018年に中智上海グループと
海外就職における人材協定を独自に締結
し、本格的に日本向け採用支援を、セ
レッジを日本窓口に日本保険会社グルー
プ、主要監理団体と共に進めております。

中国現地自動車整備学校ご紹介（山東省にある一校）
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中国現地自動車整備学校（一校ご紹介）

本校は企業ニーズに相応しい整備人材を育成できるよう、

積極的に外資メーカー各社と提携して、学生達に就職前の希

望就職先の技術や知識を学習・訓練する機会を与えることを

可能にしました。

現在、既に国内外70社以上の自動車関連企業と自動車整備

人材採用契約を締結。メーカー特化訓練を目標に、メーカー

別専門クラス（トヨタクラス、GMクラス、Audiクラス、

Mercedes-Benzクラス、Volkswagenクラス、BMWクラス、

Hyundaiクラスなど）を開設しています。

また、各社の在籍社員教育のために、各社と提携し「トヨ

タTEP鈑金塗装トレーニング拠点」、「Volkswagen＆Audi技師

トレーニング拠点」、「Bosch技師トレーニング拠点」、

「GM-AYECプロジェクトトレーニング拠点」等9拠点（クラ

ス）を設立しました。



日本の自動車整備士の人材不足課題を改善するため、2017年により、自動車整備における外国人技能実習生の受入れ職種が新設され

ました。セレッジが大手監理団体の要請の下、日本国内の大手損害保険企業グループと連携を協議し、当該保険会社の代理店である整

備工場の整備士不足解消に共同で取り組むプロジェクトを発足しました。

高度成長期の中国では、自動車の保持量は既に2.5億台になり（2018年）、2020年に6.3億台まで増加する見込みで、自動車保有量で

世界一になります。そんな背景もあり、中国国内の職業学校や大学では自動車整備関連の専攻開設が盛んで、基本的な自動車整備関係

の知識を学習するだけでなく、TOYOTA、BMW、Mercedes、Volkswagenなど世界中の有名自動車メーカー各社と合作で「スポンサー企業

の専門教育による就職を目的とした」専門クラスを作るという教育モデルを行っています。

日本からは自動車整備技術のノウハウを提供してその影響を受けている中国は、日本の自動車整備士不足を補う有力な候補となるで

しょう。

この度、セレッジの外国人採用支援サービスにより、大阪にある自動車メンテナンス及び販売の企業様が、日本初で中国人の自動車

整備人材の採用面接を行われました。面接会は順調に終えることができ、企業様からは「学校の設備と教育体制、教育カリキュラム、

人材の素質は予想以上」との評価を受け、大変好評頂きました。
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自動車整備会社様が中国現地にて面接会を実施（セレッジ同行）

ステップ１【企業説明会】

ステップ２【クレペリン適性検査】

初めに企業説明会です。

企業の採用責任者様より候補者へご挨拶頂き、企業紹介
資料やパンフレットを候補者達に配布。正式的に企業の
業務内容や運営状況などの説明会を開催（実は、募集時
期に、既に人材へ事前に企業説明しております）。

面接前ということもあり、候補者達は少し緊張の面持ち
でした。しかし、直接企業側と対面がする中で、臨場感
が増し、候補者達はみな意欲が満々となりました。

ウォームアップとしてのクレペリン適性検査

技術と体力が必要な自動車整備のお仕事は、候補者に
対してそれだけではなく、基礎的な素養として集中力
と安定した精神力も非常に重要となります。

クレペリンテストを通して、短時間で分かりやすく、
候補者達の性格と集中力を把握することができます。

候補者毎に結果は大きく異なり、「内定者を選考する
際の良い材料になる」と、企業の採用責任者様よりご
評価頂きました。

実際に使われたクレペリン用紙

クレペリン検査とは？

計算能力や注意力、集中力などを測定す
る為の検査です。一般的な適性検査は
「学力」と「性格的な特徴」を図るものに分
かれますが、クレペリン検査では一度のテス
トでどちらも判断することが出来ます。



ステップ３【実技テスト】

肝心な自動車整備に関する実技テスト！

セレッジを通じて募集した自動車整備候補者は、全員が本整備学校
で3年間（4500時間以上）じっくり整備知識や実践技術を身に着け
た人材です。

基本的に整備全般スキルができますが、面接時間の制限により、
30-60分間の実技テストを用意しました。今回は「エンジンオイル
及びフィルター交換」というテーマでテストを実施致しました。結
果は驚くもので、参加者全員95点前後（100点満点）の高得点で、
作業時間も最遅24分、最速18分（制限時間30分）の好成績を残しま
した。「丁寧で速い」という事で企業様は驚かれ、大絶賛を頂きま
した。
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自動車整備会社様が中国現地にて面接会を実施（セレッジ同行）

実技テスト結果報告書

96点 93点

98点
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自動車整備会社様が中国現地にて面接会を実施（セレッジ同行）

ステップ４【個人面接】
ステップ5【合格者と記念撮影】

最終に一対一の対面面接、企業と人材とのご面談

面接まではシステム的な日本語教育をまだ受講していない状況ですが、
企業様に自己アピールするために、候補者達が独自に学んだ日本語で、
一生懸命自己紹介。

皆20歳前後でもあるので、真面目で礼儀正しく、特に3年4500時間学ん
だ自動車整備に関する知識や技術を持っていますので、柔軟に企業様か
らのご質問に対応することができました。言葉も習慣も違う海外に就職
することは大変な勇気が必要ですが、候補者達は熟考した上で向上心を
もち、意欲満々の姿勢を示しておりました。

内定者が発表され、企業と記念撮影

当初企業様からの2名の採用枠に対して、この度は7名の候補者が集まり、その
全員が優秀で、企業様は内定者の選出にはご苦労されました。最終的に、お悩
みになった結果、2名採用予定から4名採用に切り替えて頂き、満足度の高い面
接会となりました。企業様のプロの目から見ても候補者達の技術力は高く、
「日本でも即戦力としてすぐに現場で活躍できる」と太鼓判を頂きました。
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日本での外国人整備士技能実習ビザを新設されてから半年が経過した頃から、セレッジと中智上海の招待で、複数回、
中国全土各地の自動車整備学校をご視察頂き、最終的に中国トップレベルの今回の自動車整備学校と提携致しました。
これにより日本の大手保険会社と監理団体の協定も締結され、自動車人材について監理団体と中智上海グループも業務
提携協定を締結でき、ようやくこの度、初めての中国での自動車整備士人材採用の面接の開催となりました。

これで自動車整備士採用プロジェクトがスタートし、全面的に日本の整備企業やディーラー様、メーカー様への中国
の優秀な自動車整備人材をご提案することができるようになりました。この件は中国に対しても大きな意味があり、非
常に重視される事となりました。この度、中国山東省のテレビ局の報道陣が面接会場に取材に来られ、現地学校視察中
の我々日本側一行を撮影し、当日のニュースにて長く報道されました。セレッジ代表の菅野は日本視察団一行の同行者
代表として、テレビ局のインタビューを受け、自動車整備士採用プロジェクトについて、今後の日本側の希望と展望を
語りました。
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【Osaka】
大阪市北区梅田1丁目2番2-1300号

大阪駅前第2ビル13F11号
TEL：06-6343-3681 FAX：06-6343-3682

【Tokyo】
東京都新宿区新宿1-10-5 岡田ビル4F

TEL：03-5315-4324 FAX：03-5315-4323


